
 

 

珠洲市まちづくり総合指針（2020～2024 年） 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

３．公民館を拠点とする地域力の強化 
 
・自治、地域文化の継承機能を維持 

・健康増進、生きがいづくり、福祉機能などを

強化 

１．健康寿命の延伸と介護予防の充実 
 
・健康で元気に暮らすための健康増進と健康 

寿命の延伸 

まちづくり総合指針 各指針の概要 

 

 

ふるさとの未来を育むまち 

日本一幸せを感じられる珠洲市を目指して 
安心して暮らせる活力ある珠洲市づくり 

幸福度の高い地域社会を築くことにより、成熟化社会を迎える日本において里山里海地域が目指すべき姿を国内外に示します。 

 

【ＧＩＡＨＳ 世界農業遺産】 
  
●伝統的農林漁法 ●多様な生物資源 

●優れた里山景観 ●伝統的な技術 

●文化・祭礼   ●里山里海保全 

２．ふるさとの自然や伝統・文化を学び人

間力を育む教育 
 
・学校と地域の連携を促進 

・高校連携による若者のＵターン意識の向上 

・市外からの児童・生徒の受け入れ拡大 

・図書館の活用、スポーツの振興 

１．世界農業遺産「里山里海」の保全と活
用による地域のブランド化 

 
・生物文化多様性、伝統的技術、祭礼等の保全

２．文化や音楽、芸術を活用した魅力づくり 
 
・奥能登国際芸術祭の継続開催、交流人口の増

加、関係人口の強化、移住の促進 

２．誰もが安心して暮らせる医療・福祉 

の充実 
 
・安心して暮らすための地域医療の充実   

・障がい者福祉の充実 

・多様な労働環境、安全な消費生活の推進 
３．幸福度指標を活用し、市民が幸せを実

感できる自治体運営の推進 
 
・幸福度指標を活用し日本一幸せを感じられ

るまちづくりを目指す 

・財政を圧迫する可能性のある施設の見直し

や企業版ふるさと納税の活用を推進 

４．ＳＤＧｓの推進による地域課題の解決 
 
・能登ＳＤＧｓラボの活用による地域循環共生

圏形成 

【大学連携】 
 
●マイスター事業 

●能登学舎    ●大学連携協定 

●国連大学 OUIK    ●学生インターン 

指針２ 

【ＳＤＧｓ未来都市】 
  
●課題解決型人材  ●地域循環共生圏 

●能登ＳＤＧｓラボ ●域学連携 

●先端アート    ●地域連携 

５．子育て世帯を中心とする移住・定住の促進 
 
・相談窓口の強化、多様な働き方支援、居住環

境の充実、里山里海体験や探究学習の推進 

【奥能登国際芸術祭】 
  
●さいはての地で、最先端のアート 

●魅力の再発見  ●魅力の発信 

●交流人口    ●関係人口 

まちづくりのコンセプト 

珠洲の魅力

を形成する

４つの特性 

●幸福度の高いまちづくり   →指針１・２・（５） 
子ども、若者、子育て世代、働き盛り、高齢者の各世代が生きがい

をもって活躍できる幸福度の高いまちが人を引き寄せる 

●交流人口、関係人口の増加 →指針３・（４・５） 
芸術祭を軸とする交流人口や、大学連携、能登ＳＤＧｓラボによる

関係人口の増加を移住・定住へとつなげる 

●移住・定住の促進によ
る人口の安定化 

 
【人口規模の視点】 

・247k ㎡の市域・インフラの

維持・保全、集落の持続性 

・小中学校１学年あたりの人

数、同世代の結婚相手、祭

りの実施 

・高齢者を支える若者世代 

これからの５年間を考えるポイント 珠洲の魅力を移住・定住へつなげる方向性 

●地域経済の活性化      →指針４・（３・５） 
ＧＩＡＨＳの基盤を活かしたＳＤＧｓへの取組を柱に地域経済の

活性化を図り、自分らしく働きたい現役世代の移住を促す 

３．青少年活動および国際交流の推進によ

る健全な育成 
 
・青少年活動の推進 

・国際交流の促進 

３． 起業・創業や事業継続・事業承継の

支援など地域内の雇用創出 
 
・起業する事業者の支援、既存企業の事業承

継等の支援および企業誘致により雇用の場

を創出 

農林水産業の振興や芸術祭による交流人

口をＳＤＧｓの取組がつなげることによる

地域経済の活性化 

 

みんなが活躍できる活力あるまち 

指針４ 

２．市民生活を支える公共施設の整備、維

持管理 

・生活拠点環境向上、市民協働型生活交通維持

・Society5.0 を創生する基盤整備 
 

 

幸せを感じられるまちの基盤づくり 

ＧＩＡＨＳ、ＳＤＧｓ、芸術祭、大学連

携による移住・定住の促進 

３．大学連携による人材育成事業の推進 
 
・大学との連携強化による課題解決型人材の育

成、起業喚起の促進 

未来を担う子ども達のための子育て支

援と教育の充実、市外からの児童・生徒の

受け入れ拡大、若者のＵターン意識の向上 

２．交流人口の発展による関係人口拡大 
 
・芸術祭を柱とする各種ツーリズムの推進 

・交流人口の拡大に向けた総合的な取組の推

進 

地域社会を支える基盤づくりと防災力

の強化 

健康寿命の延伸と地域包括ケアの確立、

地域力の強化を柱に、ＳＤＧｓの思想「誰一

人取り残さない」社会を目指し、幸せを感じ

られる暮らしを実現 

 

 

だれもが活き活きと暮らせるまち 

指針５ 

１．持続可能な力強い農林水産業を核と

する産業振興 
 
・農林水産業の振興を核に、ＧＩＡＨＳ、ＳＤ

Ｇｓ、芸術祭、大学連携による産業の活性化

１．安全な生活を支える防災力の強化 
 
・消防・救急体制の強化 

・国土強靭化地域計画の推進による地域防災 

力の向上と防災対策の推進 

 

人をひきつける魅力あるまち 

指針１ 指針３ 

１．安心して子どもを産み育てることがで

きる子育て環境の充実 
 
・保育サービスの充実、子育て世代の支援強化

・出生数増加に対する有効策の検討 

・子育て支援機能や児童館機能の充実 
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まちづくり指針  方向性  施  策 
 

指針１ 
 
だれもが活き活きと暮らせるまち 

 
健康寿命の延伸と地域包括ケアの

確立、地域力の強化を柱に、ＳＤＧ
ｓの思想「誰一人取り残さない」社
会を目指し、幸せを感じられる暮ら
しを実現 

 
１．健康寿命の延伸と介護予防の充実 
・健康で元気に暮らすための健康増進と健康寿命の延伸 

 施策 01 健康寿命の延伸と介護予防の充実   
 施策 02 特定健診・特定保健指導を通じた健康づくり  

      
２．誰もが安心して暮らせる医療・福祉の充実 
・安心して暮らすための地域医療の充実   ・障がい者福祉の充実 

・多様な労働環境、安全な消費生活の推進 

 施策 03 高齢者福祉、障がい者福祉の充実 施策 06 社会保障制度の健全で適正な運営  
 施策 04 地域医療の充実と医療と介護の連携強化 施策 07 安定した日常生活の確保  
 施策 05 認知症を地域で支える仕組みづくり  

      
３．公民館を拠点とする地域力の強化 
・自治、地域文化の継承機能を維持  ・健康増進、生きがいづくり、福祉機能などを強化 

 施策 08 公民館を単位とする地域力の強化 施策 10 公民館を活用した健康増進事業の推進  
 施策 09 公民館による地域文化の継承と発展 施策 11 生涯学習の推進と生きがいづくり 

 

指針２ 
 

ふるさとの未来を育むまち 
 

未来を担う子ども達のための子育
て支援と教育の充実、市外からの児
童・生徒の受け入れ拡大、若者のＵ
ターン意識の向上 

 
１．安心して子どもを産み育てることができる子育て環境の充実 
・保育サービスの充実、子育て世代の支援強化  ・出生数増加に対する有効策の検討 

・子育て支援機能や児童館機能の充実 

 施策 12 保育サービスの充実 施策 14 子育て支援機能や児童館機能の充実  
 施策 13  安心して子どもを産み育てることができる子育て 

環境の充実 
 

      

２．ふるさとの自然や伝統・文化を学び人間力を育む教育 
・学校と地域の連携を促進        ・高校連携による若者のＵターン意識の向上 

・市外からの児童・生徒の受け入れ拡大  ・図書館の活用、スポーツの振興 

 施策 15 学校教育の充実、ふるさと学習の推進 施策 18 図書館活動の充実 
 

 施策 16 小中一貫教育の推進 施策 19 スポーツの推進 
 

 施策 17 市外からの児童・生徒の受け入れ拡大  
      

３．青少年活動および国際交流の推進による健全な育成 
・青少年活動の推進  ・国際交流の促進 

 施策 20 青少年活動、野外活動の推進 施策 22 国際交流活動の促進 
 

 施策 21 青年団体活動の活性化  
 

指針３ 
 

人をひきつける魅力あるまち 

 

ＧＩＡＨＳ、ＳＤＧｓ、芸術祭、大

学連携による移住・定住の促進 

 
１．世界農業遺産「里山里海」の保全と活用による地域のブランド化 
・生物文化多様性、伝統的技術、祭礼等の保全継承 

 施策 23 ＧＩＡＨＳに認定された里山里海の保全と活用   
 施策 24 伝統文化や祭礼、伝統産業の継承  

      
２．文化や音楽、芸術を活用した魅力づくり 
・奥能登国際芸術祭の継続開催、交流人口の増加、関係人口の強化、移住の促進 

 施策 25 奥能登国際芸術祭の継続開催   
 施策 26 音楽・文化・芸術活動の推進  

      

３．大学連携による人材育成事業の推進 
・大学との連携強化による課題解決型人材の育成、起業喚起の促進 

 施策 27 金沢大学のサテライト機能強化による人材育成の 
推進 

施策 29 学生インターンシップの推進 

 
 施策 28 全国の大学との連携促進による人材育成、起業喚起、 

Ｕ・Ｉターン促進 
      

４．ＳＤＧｓの推進による地域課題の解決 
・能登ＳＤＧｓラボの活用による地域循環共生圏形成 

 
施策 30 地域循環共生圏の形成  

  
施策 31 能登ＳＤＧｓラボの活用による地域課題の解決の推進 

      
５．子育て世帯を中心とする移住・定住の促進 
・相談窓口の強化、多様な働き方支援、居住環境の充実、里山里海体験や探究学習の推進 

 施策 32 Ｕ・Ｉターン相談窓口の機能強化 施策 34 住みやすい居住環境の充実  
 施策 33 多様な働き方に対する支援 施策 35 里山里海を活かした体験や探究的な学びの推進 

 

指針４ 
 
みんなが活躍できる活力あるまち 

 

農林水産業の振興や芸術祭による

交流人口をＳＤＧｓの取組がつなげ

ることによる地域経済の活性化 

 

１．持続可能な力強い農林水産業を核とする産業振興 
・農林水産業の振興を核に、ＧＩＡＨＳ、ＳＤＧｓ、芸術祭、大学連携による産業の活性化 

 施策 36 農林水産業の振興と後継者の育成 施策 38 地域の流通や交流を促進するビジネスの推進 
（道の駅、寄り道パーキング等） 

 
 施策 37 ＧＩＡＨＳをベースにＳＤＧｓ、芸術祭、大学連携 

による産業の活性化 
      

２．交流人口の発展による関係人口拡大 
・芸術祭を柱とする各種ツーリズムの推進  ・交流人口の拡大に向けた総合的な取組の推進 

 施策 39 芸術祭を柱とする各種ツーリズムの推進  
 

 施策 40 交流人口の拡大に向けた総合的な取組の推進  
      

３．起業・創業や事業継続・事業承継の支援など地域内の雇用創出 
・起業する事業者の支援、既存企業の事業承継等の支援および企業誘致により雇用の場を創出 

 施策 41 起業・創業の促進や本市の特性を活かした企業の 
誘致 

施策 43 中心市街地の活性化 

 
 施策 42 企業の事業継続・事業承継の支援  

 

指針５ 
 
幸せを感じられるまちの基盤づくり 

 

地域社会を支える基盤づくりと防

災力の強化 

 
１．安全な生活を支える防災力の強化 

・消防・救急体制の強化 ・国土強靭化地域計画の推進による地域防災力の向上と防災対策の推進 

 施策 44 消防・救急・防犯等安全・安心の基礎的体制の強化  
 施策 45 災害に強い地域づくりの推進（防災の強化）  

      

２．市民生活を支える公共施設の整備、維持管理 
・生活拠点環境向上、市民協働型生活交通維持  ・Society5.0 を創生する基盤整備 

 施策 46 市街地・集落など居住地の環境整備 施策 50 情報通信基盤、港湾等産業基盤の整備 
 

 施策 47 道路、公共交通等交通基盤の充実 施策 51 上下水道、ごみ・し尿処理等生活を支えるイン 

フラの維持 
 

 施策 48 公園・緑地等レクリエーション空間の充実  
 施策 49 河川・水路等の整備、維持 施策 52 市営斎場の計画的整備と適切な管理 

      

３．幸福度指標を活用し、市民が幸せを実感できる自治体運営の推進 
・幸福度指標を活用し日本一幸せを感じられるまちづくりを目指す 

・財政を圧迫する可能性のある施設の見直しや企業版ふるさと納税の活用を推進 

 施策 53 幸福度指標を活用する自治体運営の推進 施策 56 公共施設の総合的管理の推進  
 施策 54 行政組織の活性化、情報公開の推進 施策 57 財政の健全化とふるさと納税の推進  
 施策 55 市民参加やジェンダー平等の推進による豊かな地域 

の実現 
 

 

まちづくり総合指針の方向性・施策（2020～2024 年） 


